
Host city for 

第3回国連防災世界会議の開催について 

ともに、前へ 仙台 
Moving Forward As One SENDAI 

仙台市総務企画局国連防災世界会議準備室 

資料４ 



国連防災世界会議の概要 

特徴2 国連加盟国（193カ国）、国際機関、NGO等が参加します。 

特徴4 ホスト国日本の防災ノウハウを世界に紹介します。 

特徴3 今後の世界の防災戦略を策定します。 

特徴5 東日本大震災の経験と教訓を国内外に発信します。 

特徴1  国連総会で決議された国連主催の会議です。 

国連環境開発会議（地球サミット）（1992年、リオネジャネイロ）  

世界食糧サミット（1996年、ローマ）  

気候変動枠組条約締約国会議（COP3）（1997年、京都）  

持続可能な開発に関する世界首脳会議（WSSD）（2002年、ヨハネスブルク）  

第2回高齢者問題世界会議（2002年、マドリッド）  

国連持続可能な開発会議（リオ＋20）（2012年、リオデジャネイロ） 

生物多様性条約（CBD）第10回締約国会議（COP10）（2012年、名古屋） 

同じような国連主催の会議 

 緑字が日本開催のもの 

国連防災世界会議の概要 

・本体会議、関連事業、歓迎行事の３種で構成。 

・世界の防災戦略を策定する本体会議には、各国首脳・閣僚級を含む5,000人以上 の参加を想定。 

・関連事業は、自治体や諸団体が防災や復興に関するシンポジウム、展示会等を実施するもの。 

 市民など延べ４万人以上の参加を想定。 

・前回会合（2005年、兵庫県）には、天皇皇后両陛下と内閣総理大臣が開会式などに出席。 
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防災を優先課題に位置付け 
法制度・枠組みを確立する 

災害リスクを特定・評価・監視し 
早期警報 を強化する 

知識・技術を活かし、教育を行い 
人々の防災文化 を構築する 

潜在的なリスク要因を 
軽減する 

効果的な応急対応が取れるよう 
事前準備を強化する 

国連防災世界会議（日本への期待） 

2015 

仙台 

1994 

横浜 

2005 

兵庫 

３回とも日本で開催！ 

2005兵庫行動枠組 ５つの優先行動 

国際的な防災の指針に！ 

・災害リスクの増大 

 ⇒あらゆる分野において，防災の観点から 

   総点検（「防災の主流化」） 
・グローバル経済への影響の増大 

・ステークホルダーの拡大 

 ⇒企業，民間団体等との協働による防災 

   BCPの重要性 

・リスク軽減投資の遅延 等 

この10年で新たな課題が顕在化 

第３回国連防災世界会議 

○兵庫行動枠組の振り返り 

○新たな課題を踏まえて，次代 

  の世界の防災戦略を策定 

多くの災害から学び高めた日本の防災ノウハウに世界が期待。 

プレゼンス・リーダーシップ を発揮すべき分野！ 

兵庫の経
験を踏ま
えて 
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第３回国連防災世界会議仙台開催 

2013年12月21日（ニューヨーク時間12月20日）の国連総会本会議において，
第３回国連防災世界会議を仙台市で開催することが決定。 

第３回国連防災世界会議仙台開催決定 

※UNISDRホームページ（http://www.unisdr.org/）より ※UNISDR国連防災世界会議のホームページ
（ http://www.preventionweb.net/wcdrr/home ）より 

特徴1  東北の被災各県（青森，岩手，宮城，福島）と連携 

仙台開催の特徴 

特徴2  東日本大震災の経験と教訓を国内外に発信 

特徴3  東日本大震災からの仙台・東北の復興を世界に発信 

特徴4  世界各国からの支援に対し「感謝の気持ち」を発信 

期 間 2015.3.14 ～ 2015.3.18 

目 的 
グローバルな防災戦略を議論。兵庫行動枠組 (HFA) の進捗状況を振り返
り，さらなる定着を図るとともに，次代の戦略を策定。 



・日 程：2015年3月14日（土）～18日（水） 
・会 場：（仮称）国際センター駅周辺地区コン

ベンション施設、仙台国際センター 

・主 催：国連（UNISDR（国連国際防災戦略
事務局）） 

・規 模：国連全加盟国（193カ国）、国際機関、
NGO等から首脳・閣僚級を含む5,000
人以上の参加を想定。 

分科会（地域・テーマ別会合）、草案委員会 

全体会議（政府間会合） ※閣僚級 

成果 
「兵庫行動枠組」の後継枠組となる 

次代の世界の防災戦略 

・日 程：2015年3月14日（土）～18日（水） 
・会 場：仙台市内及び宮城県内市町村・東北被災四県内の複数会場 

・主 催：仙台市及び青森・岩手・宮城･福島の各県等 

     （仙台市は諸団体等連携した事業も展開）       

・規 模：延べ4万人以上の参加を想定 

･主催：仙台市、 

被災四県等 

（政府主催レセ 

プションも別途 

開催予定） 

歓迎レセプション 

 総合フォーラム 
・仙台市主催 
（又は政府と共催） 
・東日本大震災の経験・ 
 教訓や東北の復興を 
 発信 
・本体会議参加者（各 
 国代表や国際NGO） 
 や国民が広く参加 
・会場：東北大学川内 
 萩ホール 

一般事業 

○シンポジウム・セミナー 

・仙台市が全体の企画運営 

  被災各自治体、省庁、大学、NPO・NGO、企 

 業などが参加 

・仙台市民会館、県民会館等の東北の複数会 

 場で開催 

○展示会 

・防災・復興展：仙台市等主催。せんだいメディ 

 アテーク、勾当台公園を会場に各国、国際機 

 関、被災自治体、諸団体等が防災や復興につ 

 いて展示 

・防災産業展：夢メッセみやぎを会場に防災産業 

 見本市等を実施 

 
 

 
 

事
業
の
構
成 

・日 程：2015 

年3月14日（土） 
～18日（水） 
・主催：仙台市、 

被災四県等 

震災復興状況の 

視察 

スタディツアー 

エクスカーション 

同伴者プログラム 

市民交流事業 

 
 

 
 

前
回
の
例 

国連防災世界会議の全体イメージ(仙台市の想定) 


